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1.  はじめに
　近年の北海道は道東地方を中心に強風と







図 1　道東地方 7 地点での地上気象観測の冬季
(12-2 月)における地点合計の強風と大雨 (雪)の頻
度の経年変化 (day winter−1)。赤線は日最大風速
20 m s−1 以上、黒線は日降水量 30 mm day−1 以上
の日数の頻度を示す。横線は前期 (1979/80-





す る 。 低 気 圧 の 抽 出 に は 、 Iwao et al.
(2012)で用いられている低気圧トラッキン
グ手法を一部改良して使用する。爆弾低気
圧の定義は Sanders and Gyakum (1980)に
従い、最大発達率が 1 Bergeron を超えた
事例とする。北西太平洋域 (100E°-180°,
20°-60°N)で発生した爆弾低気圧を対象と
し、1979/80-2016/17 年の 38 冬季 (12-
2 月)を調査する。長期変化傾向は 38 冬季
を 前 期  (1979/80-1997/98 年 ) と 後 期














場を引いた差 (陰影)。(a)925-hPa の水平風速 30
m  s−1 以 上 の 頻 度 、 (b)LDR24P1  (Kuwano-
Yoshida 2014)、(c)爆弾低気圧の経路頻度。
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進タイプ(図 3a, 91 事例)と通過しない東進
タイプ(図 3b, 142 事例)に大別する。表 1
より北進タイプは近年の増加傾向を示し、
特に 2 Bergeron 以上の強い低気圧数は倍
増している。これは ERA-Interim でも同様
に確認される。各タイプについて、最大発
達時刻を T = 0 h として合成解析を行い、
経路変動と急発達のプロセスを調査する。
表 1　過去と近年における北進タイプの低気圧数。






  JRA-55 36 (7) 55 (14)
  ERA-Interim 33 (6) 61 (17)
　図 4 は各タイプの合成図であり、ここで
apparent  heat  source  Q1 (Yanai  et  al.
1973)は非断熱加熱を表す。北進タイプで
は T = −24 h の時点で低気圧東方に明瞭な
高気圧が存在し (図は省略)、この高気圧は








図 4　鉛直積算 apparent heat source Q1 (Yanai et al. 1973, 陰影)、SLP (灰線)、鉛直積算水蒸気フラッ
クス (青矢印)の北進・東進タイプの T = 0 h での合成図。緑丸は T = 0 h での低気圧中心の平均位置、白丸











　図 5 は 250-hPa の合成図を示し、ここ
で偏差は 6時間毎の各日時の気候値からの
差で定義する。北進タイプでは T = −48 h
からユーラシア大陸上空に亜熱帯・亜寒帯
ジェットに沿う明瞭な準定常ロスビー波束
の伝播が確認される (図 5a)。T = −24 h
ではこの波束伝播によってトラフとリッジ
が日本上空に形成され (図 5c)、さらに T =




層発散が高気 圧性渦度 を誘起す る負の









 5.  議論
　ここでは北進タイプの南岸低気圧が近年
増加している原因について議論する。北進




図 5　250-hPa における (a),(b)流線関数偏差 (陰影)、ジオポテンシャル高度 (灰線)、wave activity flux
(Takaya and Nakamura 2001, 矢印)、(c)–(f)Rossby wave source (Sardeshmukh and Hoskins 1988, 陰
影)、流線関数偏差（赤・青線）、速度ポテンシャル偏差 (灰破線)の合成図。緑丸と白丸は図 4 と同様。
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摘した Yamashita et al. (2012)とも矛盾し
ない。この原因として T = −72~0 h の平
均 場 よ り 、 後 期 で は 外 向き長波放射量
(OLR, NOAA)で示される対流活動がベンガ
ル湾上で活発であり、これに伴ってその北
方に負の Rossby wave source が現れ、中
国南方の高気圧性循環偏差が強化されてい
る (図は省略)。
図 6　冬 季の 後期 から 前期 の平 均場 を引 いた
(a)SST (COBE, 陰影)、(b)降水量 (GPCP, 陰影)、










で高気 圧性循環 が 強 化 さ れ て い る  ( 図
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